
（別紙３）

～ 8月　2月　27日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

～ 8月　2月　27日

（対象者数） 4名 （回答者数）
4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・クッキングや将来の自立に向けたスキルとして、家事スキ

ルへの取り組みを強化していきたい。

2

・引き続き、その時、その場の子どもたちに合わせた玩具や

本の入れ替えを行ったり、構造化をしていきたい。

3

・子どもたちが楽しんで過ごせるように、興味関心のあるこ

とにアンテナを張り、情報を得ていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・少しずつ改善できるように、予算を使って子どもたちや、

お迎えに来る保護者が安心できる環境に整えていく。

2

・職員がスキルアップできるように外部研修、内部研修の機

会を提供して支援での困り感を減らしていく。またケーズ会

議の日時を定期的に決めて、全体で問題点を考えていけるよ

うにしていく。

3

・建物が小学校の為、放課後の空間としては子ども達にとっ

て過ごし易く、児童発達支援事業所と同じ場所のため安心し

て活動に取り組むことができる。

・校庭や体育館を使用することができるので、粗大運動活動

や気候の良い日の余暇活動の提供ができる。

・教室内を構造化し、子どもたちが安心して過ごせる環境に

なっている。

・パネルやPPプレートで部屋を仕切り、誰でも見てすぐに分

かるエリア作りをしている。汚れたり、構造化の仕方が子ど

もたちに会っていないと感じた時は、再構造化している。

・視覚的支援を多く取り入れている。一人一人のスケジュー

ルを下校時間からお迎えの時間まで組んでいる。

・一人一人のスケジュールがあることで、見通しをもって過

ごすことができている。また、本人の思いを伝えやすく交渉

できるように、イラストや文字を書いたカード(ヘルプカー

ド)も提示している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・建物が古い学校なので、トイレや水道の排水管の臭いがき

つい、廊下の電気が暗い、スロープがなく、バリアフリーと

は言えない。

・工事が必要だが、大掛かりになるため難しい。

・個別対応のお子さんが多い為、職員配置が充分にできない

ことがある。不適切行動が見られた場合の対応が難しい。

・職員の休暇が重なった場合が特に難しいので、配置や対応

を細かく考え支援していく。

8年　2月　2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
8年　3月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 伊達市ひまわり園

○保護者評価実施期間
8年　2月　2日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


